





　本稿では、日本社会における 1960 年代後半から 1970 年代という時期に、児
童養護における「保護されるべき子ども」の歴史的系譜を鑑みた際に、その後
の現代社会へと接続されていく画期となるクレーム申し立て活動（Spector ＆ 





































































成は、1968 年から 1977 年になされた「子どもの人権を守るために集会」内で
行われた議論形成プロセスの中に、萌芽の一系譜があったとみるのが妥当だろ
う。






























では 1990 年代初頭以降である（上野 1996）。「児童虐待」問題の社会学のフレー
ムの中では、この 1990 年代初頭以降の「児童虐待問題時代」にもっぱら分析












































































































































































関する議論を軸に区分すると、①運動初期 (1968 ～ 69 年 )、②子殺し事件と親
権問題の浮上期 (1970 ～ 1973 年 )、③子どもの人権を守る砦としての児童養護
施設の強調期 (1974 ～ 1977 年 )、④運動の総括と親権制限をめぐる議論の確立
期（1978 ～ 1980 年）の４つの時期に大まかに区分することが出来る。以下、
順を追ってみていきたい。















第１集「子どもの人権を守るために―養護施設からの告発」（1968 年 12 月）
第２集「子どもの人権を守るために―最近の家庭崩壊をめぐって」（1969 年 11 月）
第３集「子どもの人権を守るために―最近の“子殺し”をめぐって」（1970 年 12 月）
第４集「子どもの人権を守るために―児童憲章 20 周年」（1971 年 12 月）
第５集「子どもの人権を守るために―荒廃から人権を守るため」（1972 年 12 月）
第６集「子どもの人権を守るために―子どもの生命を奪うものを告発する」（1973 年 11 月）
第７集「子どもの人権を守るために―子どもの人権を奪うものを告発する」（1974 年 12 月）
第８集「子どもの人権を守るために―子どもの人権を奪うものを告発する」（1975 年 12 月）
第９集「子どもの人権を守るために―母と子の人権と福祉」（1976 年 12 月）







































































































































































割合は 1961 年調査において 12.7％、1970 年調査では 6.4％と減少していく(11)。
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で拡張することを要請するクレーム申し立て活動として











































































(4)  第１回「子どもの人権を守るために集会」（1968 年 12 月）開催時の詳細については『全養協通信』
（1969 年　第１号）を参照。
（5)  例えば、同集会が新聞紙面上で大きく掲載された例として、朝日新聞 1968 年 12 月 11 日付「子
どもの人権を守るために集会開催される」などが挙げられる。
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	 The purpose of this paper is to analyze the historical process of “ Symposium 
for Saving the Rights of Children” as social movement from late 1960s to 1970s in 
Japan and to reveal that this movement had many characteristics of claim-making 
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